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本
校
創
立
百
１０
周
年
の
同
窓
会

記
念
事
業
が
、
２１
年
１０
月
に
盛
大

に
行
わ
れ
た
。
メ
イ
ン
の
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
み
ん
な
で
考

え
る
地
球
環
境
―
地
域
社
会
と
市

民
が
行
う
温
暖
化
対
策
―
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
昨
年
１０
月
２５

日
佐
久
間
健
さ
ん
（
副
会
長
、
高

１４
回
）
の
司
会
で
音
楽
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
日
向
英
実
さ
ん
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
総
局
長
・
高
２０
回
）の
基

調
講
演
の
後
、
日
向
さ
ん
を
含
め

以
下
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
熱
の

こ
も
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
展
開
さ
れ
た
。
▽
倉
上
皖
教

さ
ん
（
北
川
辺
町
長
・
高
１４
回
）

▽
平
井
信
行
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象

予
報
士
）▽
鳥
井
喜
代
美
さ
ん（
市

民
代
表
）
▽
柴
垣
保
平
さ
ん
（
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
�
）。
一
般
参
加

者
か
ら
、「
さ
す
が
春
高
で
す
ね
、

と
て
も
充
実
し
て
ま
し
た
」
と
い

う
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
た
。
閉

会
後
、
庄
和
大
凧
文
化
保
存
会
の

染
谷
幹
夫
さ
ん
（
高
１７
回
）
か
ら

出
演
者
に
名
前
入
り
の
凧
が
贈
ら

れ
て
、
喜
ば
れ
た
。
な
お
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
模
様
を
収
録
し
て
Ｄ
Ｖ

Ｄ
２
枚
に
収
め
て
あ
る
の
で
、
借

り
た
い
希
望
者
は
同
窓
会
事
務
局

ま
で
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
会
場
を
市
内
の
ア
ク

シ
ス
春
日
部
に
移
し
て
、
記
念
祝

賀
会
が
開
か
れ
た
。
会
の
冒
頭
と

最
後
に
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
家
田

紀
子
さ
ん
が
声
量
た
っ
ぷ
り
の
ア

リ
ア
を
披
露
し
た
が
、
特
に
春
高

校
歌
の
独
唱
に
は
参
加
者
が
し
ー

ん
と
聴
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
同
窓
会
名
簿
の
整
理
事
業
と

発
刊
が
行
わ
れ
た
が
、
約
２
千
５

百
人
の
同
窓
生
か
ら
協
力
が
あ
っ

て
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。「
ま
だ

名
簿
の
残
部
が
あ
る
の
で
、
希
望

者
は
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
事
務

局
は
望
ん
で
い
る
。

《
日
時
》
平
成
２２
年
６
月
２７
日
�

午
後
２
時
〜
６
時

《
会
場
》
本
校
音
楽
ホ
ー
ル
、
他

《
総
会
》
午
後
２
時
〜

昨
年
度

事
業
・
決
算
報
告
、今
年
度
事
業
案
・

予
算
案
審
議
、本
部
役
員
改
選
等

《
講
演
》
午
後
３
時
半
〜

演
題

「
毛
虫
か
ら
学
び
、
脱
皮
へ
の
道

を
探
る
」
講
師
／
黒
田
安
昌
さ
ん

（
高
３
回
、ハ
ワ
イ
大
学
名
誉
教
授
）

《
懇
親
会
》
午
後
４
時
２０
分
〜

会
費
自
己
負
担
３
千
円
（
招
待
者

を
除
く
、
当
日
受
付
で
戴
く
）

《
出
席
申
込
》
出
席
者
名
簿
や
名

札
の
準
備
が
あ
る
の
で
返
信
用
ハ

ガ
キ
で
早
め
に
連
絡
を
お
願
い
し

た
い
と
事
務
局
は
望
ん
で
い
る
。

《
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
》

総
会
に
は
「
第
２１
回
ホ
ー
ム
・

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
（
母
校
に
帰
る

日
）」（
Ｈ
Ｃ
Ｄ
）
と
し
て
、
次
の

卒
業
学
年
が
招
待
さ
れ
る
。
▽
卒

業
後
５０
年
の
高
１３
回
と
定
時
制
１３

回
、
岩
槻
分
校
普
通
科
９
回
、
同

別
科
７
回
▽
今
年
５０
歳
の
高
３１
回

と
定
時
制
３１
回
▽
今
年
４０
歳
の
高

４１
回
と
定
時
制
４１
回
の
皆
さ
ん
。

ま
た
平
成
２１
年
度
の
賛
助
金
納
入

の
２
百
４２
人
も
招
待
さ
れ
る
。
以

上
の
方
に
さ
さ
や
か
な
記
念
品
を

差
し
上
げ
、
懇
親
会
に
招
待
す
る
。

《
講
師
紹
介
》
昭
和
６
年
東
京
に

生
ま
れ
、
八
潮
市
に
移
住
。
早
稲

田
大
学
を
中
退
し
渡
米
。
皿
洗
い

な
ど
を
し
な
が
ら
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、

プ
リ
ス
ト
ン
大
学
等
で
学
び
、
昭

和
３７
年
オ
レ
ゴ
ン
大
で
政
治
学
博

士
号
を
取
得
。
カ
ル
フ
ォ
リ
ニ
ア

大
学
や
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
で
教
鞭

を
と
る
。
平
成
１４
年
に
帰
国
後
、

早
稲
田
大
学
客
員
研
究
員
。
慶
応

大
学
の
中
東
世
論
調
査
の
学
外
協

力
者
と
し
て
、
デ
ー
タ
分
析
、
執

筆
、
講
演
活
動
を
続
け
る
。
専
門

分
野
は
、
比
較
世
論
調
査
、
政
策

決
定
過
程
・
構
造
な
ど
。
英
語
、

ア
ラ
ビ
ヤ
語
等
の
著
書
・
論
文
が

多
数
。
邦
訳
書
『
地
方
都
市
の
権

力
構
造
』（
勁
草
書
房
）。

「
醜
い
毛
虫
も
脱
皮
し
て
き
れ

い
な
蝶
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
が
自

然
の
繰
り
返
し
。
私
た
ち
も
自
然

界
か
ら
学
び
、
近
隣
諸
国
と
平
和

に
共
存
・
共
栄
で
き
る
よ
う
脱
皮

し
た
い
。
講
演
で
こ
ん
な
こ
と
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た

い
」
と
い
う
。
横
浜
市
に
在
住
。

本
校
は
、

今
年
度
か
ら

文
部
科
学
省

の
科
学
振
興

事
業
の「
ス
ー

パ
ー
・
サ
イ

エ
ン
ス
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」

に
指
定
さ
れ

て
、
全
校
あ

げ
て
そ
の
指

導
の
取
り
組

み
を
始
め
た
。

目
的
は
、「
充

実
し
た
数

学
・
理
科
の
学
習
に
よ
っ
て
、
意

欲
と
学
力
を
高
め
、
主
に
理
系
の

大
学
・
大
学
院
へ
進
学
し
、
将
来

企
業
や
研
究
施
設
で
科
学
技
術
の

研
究
開
発
等
に
携
わ
っ
て
、
日
本

や
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
」。

具
体
的
に
は
、
▽
学
年
に
該
当

の
２
ク
ラ
ス
を
編
成
（
今
年
度
の

１
年
生
）
▽
数
学
や
理
科
の
授
業

時
数
を
増
や
し
て
、
学
習
指
導
要

領
を
超
え
た
高
い
レ
ベ
ル
の
少
人

数
学
習
や
実
験
・
実
習
、
研
究
テ

ー
マ
を
設
定
し
た
「
課
題
研
究
」

な
ど
の
授
業
▽
英
語
や
情
報
の
授

業
に
国
際
交
流
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
導
入
▽
保
健
体
育
の

授
業
で
動
作
解
析
や
戦
術
分
析
に

取
り
組
む
▽
大
学
教
授
等
に
よ
る

先
端
科
学
技
術
の
講
義
▽
大
学
の

研
究
室
や
企
業
等
の
最
先
端
研
究

施
設
へ
の
訪
問
（
土
曜
日
や
長
期

休
業
中
等
）
▽
さ
ら
に
国
際
交
流

を
進
め
る
▽
地
域
の
理
数
教
育
の

拠
点
校
と
し
て
の
活
動
な
ど
。

「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
特

別
講
義
の
講
師
や
研
究
施
設
の
紹

介
・
案
内
な
ど
の
ご
協
力
と
、
小

中
学
生
の
理
数
学
習
や
地
域
の
方

へ
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
で
ご
協
力
も
お
願
い
し
た

い
」
と
学
校
側
で
は
望
ん
で
い
る
。

学
校
主
催
の
創
立
百
１０
周
年
記

念
式
典
が
昨
年
１０
月
２４
日
に
開
か

れ
た
が
、
同
年
夏
に
第
百
４１
回
の

直
木
賞
を
受
賞
し
た
作
家
北
村
薫

さ
ん
（
高
２０
回
、本
名
・
宮
本
和
男
、

元
本
校
教
諭
）
が
、「
読
む
こ
と
・

書
く
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記

念
講
演
を
行
っ
た
。
受
賞
作
品
は

『
鷺
と
雪
』、
昭
和
初
期
の
上
流

家
庭
の
令
嬢
と
女
性
運
転
手
が
事

件
の
謎
を
解
く
３
部
作
の
完
結
編
。

埼
玉
県
か
ら
彩
の
国
学
術
文
化
功

労
賞
を
受
け
る
。
本
校
に
は
昭
和

５５
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
勤
務
。

北
村
薫
さ
ん
の
話

多
く
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で

こ
ら
れ
た
の
で
恩
返
し
が
で
き
た
。

（
昭
和
初
期
を
舞
台
に
し
た
の

は
）「
歴
史
の
日
常
」の
危
う
さ
を
描

い
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。「
日
常
の

中
に
あ
る
非
日
常
」「
非
日
常
の
中

に
あ
る
日
常
」を
書
き
た
か
っ
た
。

遊
馬
画
伯
が

絵
画
を
寄
贈

母
校
の
創
立
百
１０
周
年
を
記
念

し
て
、
遊
馬
正
画
伯
（
中
３９
回
、

岩
槻
区
）
か
ら
、絵
画
「A

utum
n’s

Jew
els

」（
５０
号
）
が
本
校
同
窓
会

に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
校
の
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

同
画
伯
は
、
３８
年
ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
画
壇
で
活
躍
し
た
が
、
寄
贈

さ
れ
た
作
品
は
ハ
ド
ソ
ン
河
流
域

の
風
景
を
題
材
に
制
作
し
た
も
の

の
ひ
と
つ
。「
磨
か
れ
た
感
性
に

よ
っ
て
、
原
色
に
近
い
大
胆
な
色

使
い
と
静
寂
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る

優
れ
た
作
品
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
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近
隣
諸
国
と
の
共
栄
を
訴
え

黒
田
安
昌
さ
ん（
ハ
ワ
イ
大

名
誉
教
授

）が
講
演

66月月2277日日（（日日））にに
今年の同窓会総会

充
実
し
た
環
境
シ
ン
ポ

創
立
百
１０
周
年
の
記
念
事
業

今
年
の
同
窓
会
総
会
は
、
恒
例
の
６
月
第
４
日
曜
・
６
月
２７
日
に
、
本
校
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
。
総
会
幹
事
支
部
と
招
待
学
年
の
役
員
に
よ
る
総
会
準
備
会
が
２
月
６
日
に
開
か
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
具
体
的
な
方
策
を
協
議
し
た
。

リリーーダダーー輩輩出出をを期期待待
文科省のSSH指定校に

直
木
賞
の
北
村
薫
さ
ん

学
校
主
催
の
式
典
で
講
演

講師の黒田安昌さん

春 高 同 窓 会 だ よ り



６
月
５
日
�
に

大
宮
支
部
の
総
会

▼
転
退
職
の
教
職
員
（
敬
称
略
）

《
全

日

制
》

武
正
章（
教
頭
）県
教
委
人
事
課
へ

稲
上
聖（
国
語
）

定
年
退
職

青
木
正
人（
理
科
）

宮
代
高
へ

加
藤
友
信（
情
報
・
高
２９
回
）

開
智
未
来
高
へ

宮
内
譲
志（
英
語
）
浦
一
女
高
へ

�
子
正
博（
理
科
）

白
岡
高
へ

関
根
理
恵（
美
術
）
大
宮
東
高
へ

坂
東
正
己（
社
会
）

川
越
高
へ

中
島
幹
夫（
数
学
）

長
期
研
修

石
井
浩
三（
社
会
）
草
加
南
高
へ

伊
澤
暁（
保
体
）

草
加
西
高
へ

荻
山
孝
太
郎（
英
語
）
中
高
交
流

林
岳
寛
（
社
会
）

船
橋
高
へ

宗
寛
博（
英
語
）

定
年
退
職

金
子
明
美（
養
護
）
大
宮
東
高
へ

岸
礼
子（
国
語
）

い
ず
み
高
へ

折
原
文
明（
英
語
）
不
動
岡
高
へ

増
井
高
之（
実
習
助
手
）光
陵
高
へ

鯨
井
則
子（
司
書
）

大
宮
高
へ

渡
辺
峯
子（
業
務
）

定
年
退
職

鈴
木
し
ず
か（
事
務
）久
喜
工
高
へ

《
定

時

制
》

野
中
和
子（
担
当
課
長
）幸
手
商
へ

大
野
理
津
子（
英
語
）

退
職

早
川
友
規（
国
語
）
越
谷
高
定
へ

高
橋
啓（
社
会
）
三
郷
工
技
高
へ

滑
川
良
太（
数
学
）
浦
和
工
高
へ

寺
田
絵
里
子（
養
護
）
芝
東
小
へ

▼
新
任
の
教
職
員
（
敬
称
略
）

《
全

日

制
》

関
根
務（
教
頭
・
高
２７
回
）

三
郷
高
か
ら

池
田
泰（
理
科
・
高
３４
回
）

越
ケ
谷
高
か
ら

小
原
勝（
社
会
）

松
伏
高
か
ら

諸
井
寛（
理
科
）
不
動
岡
高
か
ら

齋
藤
聡（
数
学
・
高
３２
回
）白
岡
高

戌
亥
尚
子（
英
語
）越
谷
東
高
か
ら

根
岸
優（
保
体
・
高
４５
回
）

川
口
東
高
か
ら

種
邑
智
子（
国
語
）
吉
川
高
か
ら

高
橋
希（
理
科
）

吉
川
高
か
ら

浜
野
啓
史（
社
会
・
高
５６
回
）新
採

水
沼
康
弘（
英
語
）

新
採
用

森
澤
宏
昭（
国
語
）久
喜
北
陽
か
ら

栗
原
穣（
英
語
）

新
採
用

池
田
夏
紀（
情
報
）慈
恩
寺
中
か
ら

久
保
幹
夫（
社
会
）
岩
槻
高
か
ら

矢
城
勇（
社
会
）

蓮
田
高
か
ら

黒
田
幸
治（
美
術
）
春
女
高
か
ら

足
立
佳
子（
養
護
）大
宮
東
高
か
ら

生
方
美
代（
実
習
助
手
）浦
和
西
高

戸
頃
良
子（
事
務
主
事
）越
谷
北
高

濱
野
教
子（
事
務
主
事
）
花
崎
小

染
谷
佳
代
子（
司
書
）
越
谷
北
高

上
田
の
り
子（
業
務
）春
女
高
か
ら

伊
澤
道
夫（
国
語
）

新
採
用

島
田
康
宏（
理
科
）

新
採
用

深
谷
か
お
る（
理
科
）

新
採
用

渡
辺
の
り
子（
家
庭
）

新
採
用

《
定

時

制
》

森
泉
孝（
担
当
課
長
・
高
２９
回
）

幸
手
商
高
定
か
ら

谷
口
洋
三（
英
語
）幸
手
商
高
か
ら

野
口
博
史（
数
学
）熊
谷
工
高
か
ら

遠
藤
羽
弓（
国
語
）

新
採
用

中
村
伸
一
郎（
社
会
）

新
採
用

永
瀬
洋
子（
養
護
）騎
西
特
支
か
ら

▼
同
窓
会
費
（
旧
終
身
会
費
）
１

万
円
納
入
者

（
敬
称
略
）

（
２１
年
４
月
１
日
〜
２２
年
３
月
３１
日
）

《
上
尾
》
黒
田
直
和

《
岩
槻
》
柴
澤
徹
、
鈴
木
貞
夫

《
浦
和
》
荒
船
弘
三
、
臼
木
博
信
、

祐
川
興
基

《
大
宮
》
石
鍋
尚
夫
、
大
成
俊
二
、

中
島
孝
、
西
川
和
利
、
町
田
誠
、

三
角
幸
雄
、
森
田
諭
、
柳
田
英
樹

《
春
日
部
》
小
島
務
、
小
室
尚
彦
、

嶋
根
義
彦
、
鈴
木
敏
仁
、
田
中
毅

一
、
田
中
稔
久
、
田
中
義
久
、
田

中
豊
久
、
松
本
誠
司

《
川
口
》
白
井
良
典
、
田
村
克
巳

《
北
川
辺
》
大
澤
初
夫

《
久
喜
》
野
原
宏
、
山
田
良
男

《
熊
谷
》
小
林
功

《
越
谷
》
植
竹
一
翁
、
高
橋
扶
明

《
鴻
巣
》
関
根
三
彦

《
幸
手
》
石
塚
一
郎
、
稲
星
昭
寿
、

高
橋
英
一

《
杉
戸
》
須
藤
満

《
草
加
》
杉
山
秀
一
、
波
多
野
淳

一《
蓮
田
》
関
根
昇
司
、
細
田
光
彦

《
松
伏
》
植
竹
正
文
、
安
武
忠
正

《
宮
代
》
小
林
成
光

《
吉
川
》
飯
野
保
男
、
藤
縄
祐

《
茨
城
》
小
野
寺
広
、
藤
沼
庄
平

《
沖
縄
》
宮
崎
政
久

《
東
京
》
岩
郷
俊
幸
、
勝
沼
靖
、

丸
山
弘
尚
、
山
田
昭
典

《
千
葉
》
大
森
雅
彦
、
蓮
見
博
之
、

宮
武
真
一
、
山
口
功
、
米
川
司

《
名
古
屋
》
斎
藤
昇

《
三
重
》
江
口
次
雄
、
村
山
悦
裕
、

露
峰
茂
明

《
宮
城
》
玉
津
義
伸

《
横
浜
》
折
原
育
三
、
水
島
敏
雄

６４
人

６４
万
円

▼
新
卒
業
生

３
百
６０
人

３
百
６０
万
円

▼
年
会
費
（
１
千
円
）
納
入
者

５２
人

５
万
２
千
円

▼
総
計

４
百
２９
万
２
千
円

【
お
願
い
】

�
同
窓
会
費
の
納
入
に
は
、
こ
の

記
事
掲
載
で
領
収
書
代
わ
り
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

�
同
窓
会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
金
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
（
事
務
局
）。

今
春
の
大
学
入
試
は
、
難
関
私

立
大
で
健
闘
を
み
せ
た
が
、
難
関

国
公
立
大
で
は
厳
し
い
結
果
に
終

わ
っ
た
。
進
路
指
導
部
の
宮
内
譲

志
先
生
は
「
私
立
大
で
は
、
早
稲

田
、
明
治
、
東
京
理
科
で
昨
年
を

上
回
る
好
成
績
を
出
し
た
。
し
か

し
、
難
関
国
公
立
大
で
厳
し
い
結

果
に
な
っ
た
の
が
、
と
て
も
残
念

だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

【
現
役
浪
人
合
格
件
数
】

�
内
は
現
役
数

《
国
公
立
》
▽
北
海
道
５
▽
東
北

４
�
▽
秋
田
１
▽
山
形
２
�
▽
茨

城
１
�
▽
筑
波
１６
�
▽
宇
都
宮
３

�
▽
群
馬
４
�
▽
埼
玉
１０
	
▽
千

葉
１２
	
▽
東
京
海
洋
３
�
▽
電
気

通
信
１
▽
東
京
１
�
▽
東
京
外
語

４


▽
東
京
学
芸
３
�
▽
東
京
工

業
４
�
▽
東
京
農
工
５
�
▽
一
橋

２
�
▽
横
浜
国
立
１
�
▽
新
潟
２

�
▽
富
山
３
▽
金
沢
２
�
▽
静
岡

１
�
▽
愛
知
教
育
１
▽
名
古
屋
１

▽
京
都
１
▽
大
阪
教
育
１
▽
宮
崎

１
▽
高
崎
経
済
１
▽
首
都
大
東
京

７
�
▽
大
阪
府
立
１
▼
合
計
１
０

４
�

《
私
立
》
▽
明
治
１
５
１


▽
東

京
理
科
１
１
１
�
▽
早
稲
田
７６
�

▽
法
政
６９
�
▽
中
央
６７
�
▽
立
教

６０
�
▽
日
本
５５
�
▽
芝
浦
工
業
４７

�
▽
慶
応
３７
�
▽
学
習
院
３１
�
▽

上
智
２３
	
▽
青
山
学
院
１７
	
▽
獨

協
１６
�
▽
東
洋
１５
�
▽
東
京
農
業

１３
�
▽
成
城
１３
�
▽
明
治
学
院
１２

�
▽
明
治
薬
科
９


▽
北
里
８
�

▽
東
京
都
市
８
�
▽
国
學
院
７
�

▽
東
京
電
機
７
�
▽
同
志
社
７
�

▽
専
修
６
�
▽
文
教
６
�
▽
大
東

文
化
６
�
▽
そ
の
他
６８
�
▼
合
計

９
４
５
�４４６

▽
日
時

６
月
５
日
�
１８
時

▽
会
場

さ
い
た
ま
市
清
水
園

▽
会
費

１
万
円

▽
申
込

高
橋
正
次
支
部
長
宅

�
６
６
３
―
０
３
０
６

各
地
で
春
高
会

▼
八
潮
春
高
会
総
会

２０
人

２１
年
５
月
３０
日

や
ぶ
そ
ば

▼
幸
手
春
高
会
総
会

２６
人

２１
年
５
月
３１
日

義
語
家

▼
大
宮
支
部
総
会

４５
人

２１
年
６
月
６
日

清
水
園

三
遊
亭
楽
生
の
落
語
会

▼
上
尾
伊
奈
支
部
総
会

３２
人

２１
年
６
月
７
日

県
活
セ
ン

伊
能
睿（
高
１６
回
）さ
ん
の
講
話

▼
久
喜
春
高
会
総
会

４７
人

２１
年
６
月
１３
日

三
高
サ
ロ
ン

新
井
政
彦（
高
２０
回
）さ
ん
講
話

▼
宮
代
春
高
会
総
会

４７
人

２１
年
６
月
２０
日
動
物
公
園
Ｇ
Ｓ

島
村
栄
一
郎（
中
３７
回
）さ
ん
講
話

▼
杉
戸
春
高
会
総
会

１８
人

２１
年
６
月
２７
日

白
龍

▼
吉
川
支
部
総
会

１８
人

２１
年
６
月
２７
日

福
寿
家

▼
岩
槻
支
部
総
会

４９
人

２１
年
７
月
１２
日

市
民
会
館

大
塚
潤
一
さ
ん
の
講
話

▼
蓮
田
春
高
会
総
会

３４
人

２１
年
９
月
６
日

米
屋

三
浦
眞
之
丞（
高
６
回
）さ
ん
講
話

▼
鷲
宮
春
高
会
総
会

２１
人

２１
年
９
月
２６
日

東
コ
ミ
セ
ン

▼
白
岡
支
部
総
会

５０
人

２１
年
１０
月
１０
日

エ
ミ
ナ
ー
ス

▼
県
庁
春
高
会
総
会

３５
人

２１
年
１０
月
１３
日
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｈ

▼
野
田
支
部
総
会

２５
人

２１
年
１０
月
１７
日

紫
乃

▼
菖
蒲
春
高
会
総
会

１０
人

２１
年
１１
月
１
日

大
浜

▼
北
海
道
春
高
会
総
会

１２
人

２１
年
１１
月
７
日

吉
翔

▼
春
日
部
春
高
会
総
会

４０
人

２１
年
１１
月
８
日

や
ま
や
新
館

平
原
隆
秀（
高
９
回
）さ
ん
講
話

▼
栗
橋
地
区
春
高
会
総
会

３６
人

２１
年
１１
月
８
日

イ
リ
ス

白
石
光
征（
高
１４
回
）さ
ん
講
話

▼
東
京
春
高
会
総
会

５５
人

２１
年
１１
月
１３
日

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

▼
横
浜
春
高
会
総
会

２６
人

２１
年
１１
月
１５
日

順
海
閣

増
沢
修（
高
７
回
）さ
ん
の
講
話

▼
庄
和
春
高
会
総
会

２５
人

２１
年
１１
月
２１
日

庄
和
飯
店

新
井
一
裕（
高
５
回
）さ
ん
講
話

▼
関
西
春
高
会
総
会

２５
人

２１
年
１１
月
２８
日
シ
ィ
ー
フ
ァ
ー

伊
藤
純（
高
２７
回
）さ
ん
の
講
話

▼
幸
手
春
高
会
忘
年
会

３０
人

２１
年
１２
月
７
日

渡
辺
家

三
遊
亭
楽
生
の
落
語
会

▼
越
谷
支
部
総
会

１
２
８
人

２２
年
２
月
１１
日

コ
ミ
セ
ン

▼
春
日
部
春
高
会
懇
親
会

４０
人

２２
年
２
月
２１
日

や
ま
や
新
館

菊
地
正
志（
高
２９
回
）さ
ん
講
話

▼
松
伏
春
高
会
総
会

１６
人

２２
年
２
月
２８
日

石
塚
家

吉
田
和
夫（
高
９
回
）さ
ん
講
話

▼
草
加
春
高
会
総
会

３５
人

２２
年
４
月
２５
日

商
工
会
館

▼
浦
和
春
高
会
総
会

ワ
シ
ン
Ｈ

２２
年
５
月
１５
日

３０
人

▼
北
川
辺
春
高
会
総
会
か
た
や
ま

２２
年
５
月
１５
日

３０
人

各
学
年
の
同
期
会

（
事
務
局
に
連
絡
の
あ
っ
た
会
合
）

▼
高
１０
回
同
期
会

７３
人

２１
年
６
月
１４
日

宮
代
と
ね

▼
高
９
回
同
期
会
旅
行

４０
人

２１
年
９
月
２８
日

鬼
怒
川
温
泉

▼
高
８
回
同
期
会

８０
人

２１
年
１０
月
４
日

岩
槻
寿
々
家

▼
高
６
回
同
期
会

６０
人

２１
年
１１
月
６
日

三
高
サ
ロ
ン

▼
高
１６
回
同
期
会

６７
人

２２
年
４
月
２４
日

や
ま
や
新
館

新
教
頭
に
関
根
務
先
生

教職員
人 事

早
・
明
・
東
理
で
健
闘

大学入試

難
関
国
公
立
は
苦
戦

同
窓
会
費（
旧
終
身
会
費
）納
入
の
方
々

第４０号 �平成２２年（２０１０年）５月１７日

▼転居などで住所が変更になった時は、電話番号も含めて事務局までご連絡ください（TEL０４８‐７６０‐１６２７）。
また知人や同期生が逝去された時もご連絡ください。通夜や告別式に間に合えば、弔電をお送りします。

（

高２７
）

教頭の関根務先生

春 高 同 窓 会 だ よ り
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【
陸
上
競
技
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
▽
や
り
投
�

黒
須
貴
浩
５５
�
４９
▽
４
百
�
Ｈ
�

高
石
彰
▽
百
１０
�
Ｈ
�
高
石
彰
▼

関
東
大
会
（
栃
木
）
▽
や
り
投
�

黒
須
貴
浩
５５
�
５０
（
全
国
総
体
出

場
）
▼
国
体
県
予
選
会
▽
円
盤
投

�
天
野
大
樹
▼
県
新
人
大
会
▽
３

千
障
害
�
大
久
保
誠
吾
９
分
４２
秒

５９
▽
２
百
�
�
吉
澤
孝
幸
▽
５
千

�
競
歩
�
安
多
敬
之
▼
関
東
選
抜

新
人
大
会
（
千
葉
）
▽
３
千
障
害

�
大
久
保
誠
吾
９
分
３６
秒
０７

【
水
泳
部
】

▼
県
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
大
会
▽
２

百
�
メ
ド
レ
ー
Ｒ
�
春
高
▼
総
体

県
予
選
▽
２
百
�
背
泳
�
田
中
▼

関
東
大
会
（
栃
木
）
▽
４
百
�
メ

ド
レ
ー
Ｒ
出
場
▽
２
百
背
泳
・
４

百
�
Ｒ
出
場
▼
全
国
大
会（
大
阪
）

▽
４
百
�
メ
ド
レ
ー
Ｒ
出
場
▼
県

新
人
大
会
▽
２
百
�
Ｒ
�
春
高
▽

４
百
�
Ｒ
�
春
高

【
弓
道
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
�
団
体
４
位

▼
全
国
総
体
県
予
選
�
個
人
�
森

下
直
哉
、
団
体
�
春
高
▼
関
東
大

会
�
石
和
（
山
梨
）
１０
〜
８
春
高

▼
全
国
総
体
（
奈
良
）
個
人
�
森

下
直
哉
・
準
決
勝
進
出

【
剣
道
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
�
団
体
準
優

勝
▼
関
東
大
会
（
茨
城
）
リ
ー
グ

戦
�
春
高
４
〜
０
日
本
航
空
（
山

梨
）
荏
田
（
神
奈
川
）
４
〜
０
春

高
▼
全
国
総
体
県
予
選
�
団
体
戦

１６
強
▼
県
新
人
大
会
準
々
決
勝
�

春
高
２
〜
２
秩
父
農
工
（
８
強
）

【
卓
球
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
▽
団
体
８
強

▽
個
人
Ｓ
堀
中
８
強
▼
関
東
大
会

（
山
梨
）
▽
個
人
Ｓ
１
回
戦
�
大

谷
（
茨
城
）
３
〜
１
堀
中
▼
全
国

選
抜
大
会
県
予
選
▽
団
体
６
位

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
２
回
戦
�
春

高
１０２
〜
１０１
浦
和
工
業
、
３
回
戦
�

正
智
深
谷
８７
〜
６１
春
高
（
８
強
）

▼
全
国
総
体
県
予
選
２
回
戦
�
春

高
８１
〜
６６
白
岡
、
３
回
戦
�
春
高

７５
〜
４９
伊
奈
学
園
、
決
勝
リ
ー
グ

�
昌
平
８６
〜
６３
春
高
、
西
武
文
理

９５
〜
７１
春
高
、
正
智
深
谷
９５
〜
５７

春
高
（
４
強
）
▼
国
体
県
二
次
予

選
２
回
戦
�
春
高
１１６
〜
８１
大
宮
南
、

準
決
勝
�
春
高
６０
〜
５７
東
農
大
三
、

決
勝
�
昌
平
７８
〜
６９
春
高
▼
全
国

選
抜
大
会
県
予
選
・
準
決
勝
�
西

武
文
理
８０
〜
７４
春
高
▼
県
新
人
大

会
２
回
戦
�
春
高
９３
〜
６３
越
谷
南
、

３
回
戦
�
春
高
７７
〜
６４
白
岡
、
４

回
戦
�
春
高
７２
〜
６３
埼
玉
栄
、
決

勝
リ
ー
グ
�
正
智
深
谷
１０３
〜
７３
春

高
、
昌
平
５５
〜
３８
春
高
、
春
高
９０

〜
６６
西
武
文
理
（
３
位
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
▽
団
体
２
回

戦
�
春
高
３
〜
０
浦
和
実
▽
３
回

戦
�
春
高
２
〜
１
所
沢
▽
４
回
戦

�
市
立
川
口
２
〜
１
春
高
▼
県
新

人
大
会
▽
団
体
２
回
戦
�
春
高
３

〜
０
大
宮
▽
３
回
戦
�
春
高
２
〜

０
川
越
▽
準
々
決
勝
�
春
高
２
〜

１
熊
谷
工
▽
準
決
勝
�
武
蔵
越
生

２
〜
１
春
高
（
４
強
）

【
テ
ニ
ス
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
▽
団
体
３
回

戦
�
慶
応
志
木
２
〜
０
春
高
▼
県

新
人
大
会
▽
団
体
４
回
戦
�
春
高

４
〜
１
伊
奈
学
園
▽
準
々
決
勝
�

浦
和
学
院
４
〜
１
春
高
（
８
強
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
２
回
戦
�
大

宮
東
２
〜
０
春
高
▼
総
体
県
予
選

２
回
戦
�
春
高
２
〜
０
鷲
宮
、
３

回
戦
�
大
宮
東
２
〜
１
春
高
▼
春

高
県
予
選
２
回
戦
�
春
高
２
〜
０

市
立
川
口
、
準
々
決
勝
�
正
智
深

谷
２
〜
０
春
高
（
第
５
位
）

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
１
回
戦
�
熊

谷
工
業
１０
〜
１０
春
高
▼
国
体
県
予

選
１
回
戦
�
川
口
北
１２
〜
５
春
高

▼
全
国
大
会
県
予
選
２
回
戦
�
春

高
４７
〜
０
科
学
技
術
学
園
、
３
回

戦
�
慶
応
志
木
２０
〜
３
春
高
▼
県

新
人
大
会
１
回
戦
�
川
越
２６
〜
２０

春
高

【
柔
道
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
�
団
体
戦
１６

強
▼
全
国
選
手
権
県
予
選
�
団
体

戦
３２
強

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

▼
総
体
県
予
選
▽
２
回
戦
�
春
高

２８
〜
１７
大
宮
▽
３
回
戦
�
浦
和
学

院
３１
〜
１４
春
高
▼
県
新
人
大
会
２

回
戦
�
春
高
２０
〜
１３
開
智
▽
３
回

戦
�
越
谷
西
２２
〜
１７
春
高（
８
強
）

【
体
操
部
】

▼
関
東
大
会
二
次
予
選
▽
団
体
５

位（
武
藤
、
佐
藤
、
高
木
、
友
田
）

▼
全
国
総
体
県
予
選
▽
団
体
５
位

▼
県
新
人
大
会
▽
団
体
５
位
（
板

垣
、
吉
村
、
近
藤
、
河
村
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▼
全
国
選
手
権
県
一
次
予
選
▽
２

回
戦
�
春
高
４
〜
０
越
谷
▽
ブ
ロ

ッ
ク
決
勝
�
春
高
４
〜
０
大
宮
北

▼
同
二
次
予
選
▽
１
回
戦
�
西
武

文
理
４
〜
０
春
高

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

▼
関
東
大
会
県
予
選
▽
団
体
２
回

戦
�
春
高
２
〜
０
桶
川
▽
３
回
戦

�
武
蔵
越
生
２
〜
１
春
高
▼
県
新

人
大
会
▽
団
体
戦
�
春
高
３
〜
０

坂
戸
、
川
口
東
３
〜
２
春
高

【
野
球
部
】

▼
夏
季
大
会
１
回
戦
�
春
高
１４
〜

０
栗
橋
、
２
回
戦
�
羽
生
第
一
３

〜
０
春
高
▼
市
内
大
会
準
決
勝
�

春
高
２
〜
１
庄
和
、
決
勝
�
春
日

部
共
栄
６
〜
４
春
高

【
定
時
制
陸
上
競
技
部
】

３
選
手
が
全
国
大
会
（
東
京
）

の
４
種
目
に
出
場

【
定
時
制
サ
ッ
カ
ー
部
】

県
大
会
準
優
勝
、全
国
大
会（
静

岡
）
に
出
場
。
堺
市
立
堺
・
同
第

二
工
業
高
校（
大
阪
）４
〜
０
春
高

【
美
術
部
】

▼
全
国
総
文
祭
三
重
大
会（
２１
年
）

出
品
�
太
田
潤
▼
県
美
術
展
▽
県

知
事
賞
�
太
田
潤
▽
全
国
総
文
祭

宮
崎
大
会
（
２２
年
）
出
品
決
定
�

杉
浦
崇
文
▼
創
立
百
１０
周
年
記
念

事
業
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
ト
ー
ク

＆
ウ
オ
ッ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
催
（
高
６
回
麦
倉
忠
彦
さ
ん

と
高
２６
回
高
橋
浩
史
さ
ん
の
作
品

の
解
説
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

【
書
道
部
】

▼
全
国
総
文
祭
三
重
大
会（
２１
年
）

出
品
�
小
川
陽
一
▼
県
書
道
展
▽

全
国
総
文
祭
宮
崎
大
会（
２２
年
度
）

出
品
決
定
�
山
田
雄
大

【
物
理
部
】

▼
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
東
関
東
・
東
北

地
区
予
選
▽
団
体
�
春
高
▽
個
人

	
池
山
▼
県
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
コ

ン
テ
ス
ト
団
体
�
春
高
▽
個
人
�

御
厨
�
池
山
�
江
刺
家
、
葭
原
、

鈴
木
▼
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
全
国
大
会
▽
高

校
の
部
�
春
高

【
吹
奏
楽
部
】

▼
県
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｂ
部
門
）
銀

賞
受
賞

【
囲
碁
将
棋
同
好
会
】

▼
囲
碁
選
手
権
県
予
選
▽
団
体
�

春
高
▽
個
人


杉
原
▼
将
棋
選
手

権
県
予
選
▽
個
人
�
久
野
▼
県
将

棋
王
位
	
本
沢

【
新
聞
部
】

部
員
不
在
で
休
刊
し
て
い
た

「
春
高
新
聞
」が
５
年
ぶ
り
に
復
刊

★
川
内
選
手
「
東
京
」
で
快
走

春
高
定
時
制
の
事
務
主
事
・
川

内
優
輝
さ
ん
（
２３
歳
）
が
、
今
年

２
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
４
位
入

賞
と
大
健
闘
し
た
。
参
加
資
格
を

ク
リ
ア
ー
し
た
エ
リ
ー
ト
選
手
と

し
て
出
場
。
藤
原
正
和
選
手
や
佐

藤
敦
之
選
手
ら
日
本
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
接
戦
を
演
じ
、
冷
雨
の

中
２
時
間
１２
分
３６
秒
で
４
位
入
賞
。

２
位
と
の
差
は
わ
ず
か
２
秒
だ
っ

た
。
学
習
院
大
の
時
、
関
東
学
連

選
抜
の
一
員
と
し
て
２
回
箱
根
駅

伝
の
６
区
を
走
り
、
区
間
３
位
と

６
位
。「
市
民
ラ
ン
ナ
ー
で
も
２

時
間
１０
分
を
切
れ
る
こ
と
を
見
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
福
岡

国
際
に
出
ま
す
」
旧
鷲
宮
町
在
住
。

★
「
真
珠
湾
」
に
散
っ
た
先
輩

い
ま
か
ら
６８
年
前
の
昭
和
１６
年

１２
月
８
日
、旧
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
・

真
珠
湾
の
米
軍
基
地
を
攻
撃
し
、

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
。
奇
襲
攻
撃

の
戦
果
の
陰
に
、
６０
人
の
日
本
の

若
者
が
命
を
落
と
し
た
が
、
そ
の

一
人
に
春
高
の
卒
業
生
が
い
る
。

中
３７
回
（
昭
和
１４
年
卒
）
の
厚
見

峻（
た
か
し
）さ
ん（
春
日
部
市
）だ
。

零
式
艦
上
戦
闘
機
に
搭
乗
し
米
軍

基
地
な
ど
を
急
降
下
銃
撃
を
し
た

が
、
攻
撃
後
、
地
上
か
ら
の
対
空

砲
火
を
浴
び
て
、
オ
ア
フ
島
沖
に

墜
落
し
戦
死
し
た
。
２０
歳
１
カ
月

の
若
さ
だ
っ
た
。厚
見
さ
ん
の
姉
・

中
條
杲
子
（
あ
き
こ
、
９０
歳
）
さ

ん
が
、
奇
し
く
も
春
高
正
門
わ
き

に
在
住
し
て
い
る
。
１２
年
ほ
ど
前

同
窓
会
事
務
局
が
『
春
日
部
高
校

百
年
史
』
で
取
材
を
し
た
が
、
昨

年
１２
月
８
日
の
「
埼
玉
新
聞
」
の

社
会
面
で
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

★
プ
ロ
野
球
選
手
が
４
人

春
高
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
が

４
人
い
る
。
第
１
号
は
高
５
回
の

江
原
清
治
さ
ん（
故
人
）。
広
島
カ

ー
プ
２
軍
の
外
野
手
で
、
４
番
を

打
つ
。
２
人
目
は
高
６
回
の
堀
内

平
一（
旧
姓
飯
山
）さ
ん
。
毎
日
オ

リ
オ
ン
ズ（
現
在
ロ
ッ
テ
）に
入
団
。

２
年
目
で
三
塁
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の

位
置
を
確
保
し
、
長
打
力
の
あ
る

野
手
と
し
て
鳴
ら
す
。

高
２２
回
の
木
下
富
雄
さ
ん
が
３

人
目
。
駒
沢
大
か
ら
ド
ラ
フ
ト
１

位
で
広
島
カ
ー
プ
に
。
内
野
手
と

し
て
２０
年
間
レ
ギ
ュ
ラ
ー
。現
役
・

コ
ー
チ
で
リ
ー
グ
優
勝
を
６
回
果

た
す
。
４
人
目
が
青
島
健
太
さ
ん

（
高
２９
回
）。
慶
応
大
と
東
芝
で
活

躍
し
た
後
、
ヤ
ク
ル
ト
に
入
る
。

プ
ロ
初
打
席
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
い

う
華
や
か
な
デ
ビ
ュ
ー
。
現
在
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
6666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

２１年 度
部 活 動

８
部
が
全
国
大
会
に
出
場

DVD「大河滔々～春日部高校の一世紀～」
１００周年記念ビデオを鮮明なDVD化
したもの
約４５分 ナレーター／青島 健太

頒価１，０００円 送料２００円

春高タオル（４１�H×１１６�W）
エンジ地の白抜き文字 ２種類
頒価１，２００円 送料４００円

春高 Tシャツ
エンジ地に白文字 サイズ／S M L LL

頒価１，５００円 送料４００円

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高ググググググググググググググググググググググググググッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
NEW

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
レレ
ーー
ダダ
ーー

ご希望の方は事務局（０４８‐７６０‐１６２７）
までお電話ください

平成２２年（２０１０年）５月１７日� 第４０号

▼平成の市町村合併がほぼ終わりましたが、春高同窓会の支部（春高会）の組織は、自治体の合併とは関係なく、
従来の形で行うことになっています。たとえば、久喜、菖蒲、栗橋、鷲宮、北川辺などの支部はそのままで活
動することが、数年前の役員会や総会で審議され、了承されました。

春 高 同 窓 会 だ よ り
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白
岡
町
の
荒
木
利
宏
さ
ん
は
、

在
学
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
主
将

と
し
て
、
団
体
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
・

シ
ン
グ
ル
ス
と
県
内
の
大
会
の
タ

イ
ト
ル
を
独
占
。
関
東
大
会
ベ
ス

ト
８
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。

国
体
強
化
選
手
に
も
な
り
、
県
体

育
功
労
賞
を
受
賞
。
本
校
の
県
体

総
合
４
連
覇
に
貢
献
。
卒
業
後
ホ

テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
入
社

し
、
国
際
的
な
接
客
の
基
本
を
学

ぶ
。
そ
の
後
、
わ
が
国
で
唯
一
の

客
船
運
航
会
社
の
商
船
三
井
に
入

社
。
南
米
定
期
船
あ
る
ぜ
ん
ち
な

丸
や
見
本
市
船
さ
く
ら
丸
、
青
年

の
船
初
代
に
っ
ぽ
ん
丸
に
乗
船
し

た
後
、
来
る
べ
き
観
光
ク
ル
ー
ズ

の
礎
を
築
く
。
後
に
ビ
ル
管
理
会

社
に
移
り
、
定
年
退
職
。
本
校
の

安
積
得
也
先
輩
の
「
君
あ
り
僕
あ

り
仲
間
貴
し
」
を
座
右
の
銘
と
し
、

地
域
の
奉
仕
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

春
日
部
市（
旧
庄
和
町
）の
伊
能

睿（
さ
と
し
）さ
ん
は
、
東
京
大
学

医
学
部
に
進
み
、
脳
神
経
外
科
医

と
し
て
東
大
病
院
、
獨
協
医
大
病

院
等
で
、
診
察
、
教
育
、
研
究
に

専
念
し
た
の
ち
、
４６
歳
で
埼
玉
県

の
行
政
分
野
に
転
進
。
吉
川
保
健

所
長
、
医
療
整
備
課
長
、
健
康
福

祉
部
長
、
県
立
病
院
事
業
管
理
者

等
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
そ
の
間
、

一
貫
し
て
埼
玉
県
の
医
療
水
準
の

向
上
に
尽
力
し
て
き
た
。「
現
在

の
医
師
不
足
に
象
徴
さ
れ
る
医
療

危
機
は
、
多
く
の
要
因
が
あ
っ
て

一
言
で
は
言
え
な
い
が
、
単
純
に

医
師
養
成
数
の
増
だ
け
で
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

だ
け
は
確
か
」。
現
在
、
県
衛
生

研
究
所
長
、
県
庁
春
高
会
の
会
長
。

春
日
部
市
（
旧
庄
和
町
）
出
身

の
遠
藤
和
夫
さ
ん
は
、
高
校
に
入

っ
て
か
ら
柔
道
を
始
め
、
３
年
時

に
は
愛
媛
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
山
口

国
体
に
出
場
し
て
、
好
成
績
を
納

め
た
。「
特
に
主
将
の
磯
部
邦
昭

さ
ん
（
故
人
）
と
二
人
で
国
体
に

参
加
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

春
高
で
の
苦
し
い
練
習
が
そ
の
後

の
人
生
を
楽
し
く
し
て
く
れ
た
」

と
述
懐
し
て
い
る
。
大
学
卒
業
後
、

総
務
省
に
勤
務
。
行
政
監
視
の
仕

事
ひ
と
す
じ
に
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
各
地
で
手
腕
を
発
揮

し
て
き
た
。
現
在
は
静
岡
県
熱
海

市
に
在
住
。
熱
海
ま
ち
歩
き
ガ
イ

ド
の
会
や
熱
海
検
定
を
立
ち
上
げ

て
、
そ
の
推
進
に
尽
力
し
て
い
る
。

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
粕
谷
太

郎
さ
ん
は
、
千
葉
工
業
大
学
工
学

部
を
卒
業
後
、
鉄
建
建
設
�
に
入

社
。
東
京
を
中
心
に
都
市
ト
ン
ネ

ル
建
設
工
事
に
従
事
。
昭
和
４７
年

わ
が
国
の
都
市
部
で
初
の
泥
水
式

シ
ー
ル
ド
工
法
の
開
発
に
主
任
技

術
者
と
し
て
参
画
し
た
が
、
そ
れ

以
降
こ
の
工
法
は
都
市
ト
ン
ネ
ル

の
主
要
工
法
と
し
て
世
界
各
国
で

使
わ
れ
て
い
る
。
平
成
２１
年
末
に

土
木
学
会
発
刊
の
ト
ン
ネ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
『
目
か
ら
鱗
の
ト
ン
ネ

ル
技
術
史
』
で
先
達
の
一
人
に
選

ば
れ
た
。
昭
和
６３
年
に
台
湾
で
こ

の
工
法
の
技
術
移
転
の
工
事
に
携

わ
っ
た
。
そ
の
後
、
曲
線
管
布
設

工
法
の
開
発
で
科
学
技
術
庁
か
ら

注
目
発
明
選
定
証
を
授
与
。
現
在
、

都
市
地
下
空
間
活
用
研
究
会
に
勤

務
。
母
校
千
葉
工
大
で
技
術
士
会

副
会
長
を
務
め
、
特
別
講
義
を
通

し
後
輩
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

幸
手
市
の
木
村
貴
さ
ん
は
、
在

校
中
は
水
泳
部
。「
あ
の
頃
の
春
高

に
は
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た
の
で
、

大
し
た
成
績
は
残
せ
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
日
本
医
科
大
学
を

卒
業
し
、
大
宮
中
央
病
院
な
ど
に

勤
務
し
た
後
、
母
親
の
跡
を
継
ぎ

木
村
医
院（
産
婦
人
科
）の
院
長
に
。

昭
和
５８
年
、
市
街
地
の
狭
い
場
所

か
ら
現
在
の
大
き
な
所
に
移
転
。

「
入
院
の
患
者
さ
ん
が
い
る
の
で
、

夜
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
て

自
由
な
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
い
う
。
だ
が
、「
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
若
者
が
、
こ
の
道
に
進
ん

で
ほ
し
い
」
と
春
高
の
後
輩
た
ち

に
望
ん
で
い
る
。
大
学
の
医
局
で

の
か
っ
て
の
仲
間
と
は
、
よ
く
付

き
合
っ
て
い
る
。
趣
味
の
ひ
と
つ

と
し
て
フ
ル
ー
ト
を
１５
年
ほ
ど
や

っ
て
い
る
が
、「
な
か
な
か
う
ま

く
な
れ
な
く
て
」
と
謙
そ
ん
。

久
喜
市（
旧
栗
橋
町
）の
木
村
徹

男
さ
ん
は
、
在
学
中
卓
球
部
の
主

将
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選

に
の
ぞ
み
、
シ
ン
グ
ル
で
ベ
ス
ト

４
、
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
を
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
出
場
で

き
ず
、
大
変
悔
し
い
思
い
が
残
っ

て
い
る
と
言
う
。
立
教
大
学
に
進

み
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
部
屋
の
隣

に
偶
然
同
期
で
後
の
幸
手
市
長
に

な
っ
た
増
田
実
君
が
い
た
。
卒
業

後
、
高
島
屋
に
入
社
。
大
宮
店
の

開
店
や
日
本
橋
店
、
通
信
販
売
と

３４
年
間
主
に
イ
ン
テ
リ
ア
畑
を
歩

ん
で
き
た
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

研
修
一
人
歩
き
や
バ
ン
ク
ー
バ
ー

へ
の
出
張
が
印
象
に
残
る
。
退
職

後
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
に
入
社
。

毎
日
約
１
万
歩
ほ
ど
歩
く
の
で
、

メ
タ
ボ
の
心
配
は
ま
っ
た
く
な
い
。

春
日
部
市
の
君
塚
潔
さ
ん
は
、

日
本
大
学
歯
学
部
を
卒
業
。
医
局

に
在
籍
し
た
後
、
春
日
部
市
武
里

団
地
セ
ン
タ
ー
に
セ
ン
ト
ラ
ル
歯

科
を
開
業
。
歯
科
博
士
、
保
存
治

療
認
定
医
。
当
時
人
口
が
密
集
し

若
い
世
代
の
住
民
か
ら
今
で
は
高

齢
化
と
少
子
化
に
よ
り
、
患
者
層

や
診
療
の
内
容
も
大
分
変
わ
っ
て

き
た
。
今
夏
に
は
中
心
街
の
再
開

発
に
よ
り
当
診
療
所
を
新
に
移
設

し
、
次
の
時
代
を
迎
え
る
。
在
校

の
こ
ろ
は
吹
奏
楽
部
に
在
籍
。
後

年
音
楽
の
喜
び
を
再
び
と
、
３０
年

前
に
団
地
で
５
人
で
立
ち
上
げ
た

小
さ
な
楽
団
が
今
や
３０
人
あ
ま
り
。

春
日
部
交
響
楽
団
の
団
長
と
し
て

今
年
で
１８
回
目
の
定
期
演
奏
会
を

開
い
た
。
現
在
は
ビ
オ
ラ
を
中
心

と
し
た
弦
楽
器
担
当
。「
音
響
抜

群
の
本
校
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
何
回

も
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

こ
の
ホ
ー
ル
か
ら
芸
術
性
の
高
い

文
化
が
生
ま
れ
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
っ
て
い
る
。

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
の
倉
持
昌

男
さ
ん
は
、
在
校
の
こ
ろ
柔
道
部

で
得
意
技
の
左
内
股
、
右
背
負
い

投
げ
を
駆
使
し
先
鋒
と
し
て
活
躍
。

３
年
時
に
は
関
東
大
会
ベ
ス
ト
８
、

愛
媛
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
念
願
の

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
突
破
し
、

団
体
ベ
ス
ト
１６
に
勝
ち
進
む
原
動

力
と
な
っ
た
。
恩
師
の
松
下
吉
蔵

先
生
の
「
後
は
気
力
だ
」
と
い
う

言
葉
が
人
生
の
支
え
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
専
修
大
学
卒
業
後
、

富
士
写
真
光
機（
現
フ
ジ
ノ
ン
�
）

に
入
社
。
放
送
局
、
映
画
関
連
や

電
機
メ
ー
カ
ー
会
社
等
に
精
通
し

て
多
く
の
人
脈
を
も
ち
、
営
業
部

国
内
映
像
機
器
課
担
当
部
長
と
し

て
大
き
な
実
績
を
残
し
た
。
ま
た
、

岩
槻
の
「
時
の
鐘
」
を
小
学
校
４

年
生
の
時
か
ら
自
動
化
さ
れ
た
２０

世
紀
末
ま
で
、
家
族
の
協
力
の
も

と
朝
夕
６
時
に
撞
き
続
け
、
地
域

に
澄
み
渡
っ
た
音
を
響
か
せ
た
。

春
日
部
市
出
身
の
近
藤
肇
さ
ん

（
故
人
）
は
、
東
京
芸
術
大
学
絵

画
科
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
レ
ビ
局

美
術
部
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活

動
し
な
が
ら
、
絵
画
を
勉
強
を
続

け
る
。
渡
米
し
た
の
は
「
伝
統
と

は
何
か
を
考
え
た
際
、
ア
メ
リ
カ

で
私
な
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」

と
い
う
。
そ
の
後
太
平
洋
側
の
ワ

シ
ン
ト
ン
州
に
居
を
移
し
、
ロ
ッ

キ
ー
山
脈
な
ど
西
部
を
素
材
に
絵

を
描
き
続
け
た
。
広
大
な
ア
メ
リ

カ
大
陸
の
自
然
を
日
本
画
の
岩
絵

の
具
を
使
っ
て
描
く
異
色
の
画
家

と
し
て
知
ら
れ
る
。
美
術
評
論
家

の
村
瀬
雅
夫
さ
ん
は
「
日
本
画
の

大
い
な
る
変
容
を
予
感
さ
せ
る
。

世
界
に
立
ち
向
か
っ
た
新
し
い
日

本
画
像
を
私
た
ち
は
こ
の
作
品
群

か
ら
告
げ
ら
れ
る
」
と
賛
辞
を
寄

せ
て
い
る
。
平
成
１５
年
ア
メ
リ
カ

で
病
死
。
回
顧
画
集
が
妹
さ
ん
か

ら
同
窓
会
に
寄
贈
さ
れ
、
本
校
内

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
出
身
の
渋

谷
道
夫
さ
ん
は
、
在
校
中
野
球
部

の
４
番
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
春

の
県
大
会
で
の
ベ
ス
ト
４
入
り
に

貢
献
し
た
。
早
稲
田
大
学
商
学
部

を
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
修
士
課

程
を
修
了
後
、
公
認
会
計
士
に
な

り
、
新
日
本
監
査
法
人
に
勤
務
。

ア
メ
リ
カ
に
駐
在
中
に
、
昭
和
５５

年
ア
メ
リ
カ
の
公
認
会
計
士
試
験

に
も
合
格
。
帰
国
後
は
、
株
式
公

開
を
目
指
す
会
社
の
支
援
や
大
会

社
の
会
計
監
査
等
を
行
う
か
た
わ

ら
、『
ア
メ
リ
カ
の
会
計
実
務
詳

解
』（
中
央
経
済
社
）
と
『
英
文
決

算
書
入
門
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）

の
著
書
２
册
を
出
版
し
た
。
日
本

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
新
日
本
監
査

法
人
で
常
任
理
事
と
し
て
経
営
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
が
、
昨
年

退
職
し
、
会
計
事
務
所
を
都
内
に

開
く
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
在
住
。

春
日
部
市（
旧
庄
和
町
）の
関
根

万
喜
男
さ
ん
は
、
在
学
中
陸
上
部

に
所
属
し
、
毎
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

走
り
体
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
邦
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
東
京

女
子
医
大
病
院
の
内
科
医
局
（
糖

尿
病
セ
ン
タ
ー
）
に
７
年
間
勤
務

し
、
父
の
後
を
継
ぎ
開
業
。
そ
の

間
庄
和
町
医
師
会
長
を
１０
年
間
務

め
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。
今

は
同
会
の
顧
問
と
し
て
会
員
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
長
生
き
の

秘
訣
と
し
て
食
事
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
心
が
け
、
も
う
走
る
こ
と
は

な
い
が
、
旅
先
で
名
所
旧
跡
を
歩

き
回
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

越
谷
市
出
身
の
関
根
勝
さ
ん
は
、

�
怠
け
者
路
線
�
を
歩
い
て
き
た
。

働
く
の
が
嫌
で
、
早
稲
田
大
学
に

在
学
１０
年
、
英
国
留
学
２
年
と
、

大
学
生
と
し
て
１２
年
を
過
ご
す
。

そ
の
後
�
出
勤
簿
の
な
い
大
学
�

の
教
員
に
な
る
。
英
国
留
学
中
の

指
導
教
授
の
一
人
娘
と
結
婚
、
住

居
を
英
国
に
移
し
て
、
早
稲
田
に

出
稼
ぎ
に
来
る
こ
と
２５
年
。
そ
の

間
、
早
大
演
劇
博
物
館
の
助
手
や

文
学
部
講
師
、
政
治
経
済
学
部
の

助
教
授
、教
授
を
務
め
る
。８
年
ほ

ど
前
に
「
家
を
追
い
出
さ
れ
て
日

本
に
退
去
」。
現
在
、
国
際
教
養
学

術
院
の
教
授
。“Theatre

Project
Si ”

を
主
宰
し
、
舞
台
上
で
の
東

西
文
化
融
合
を
試
み
て
い
る
。
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
を
翻
案
し
、

オ
ペ
ラ
歌
手
と
狂
言
師
を
使
い
、

日
本
と
西
洋
楽
器
を
一
つ
ず
つ
使

い
、
舞
台
化
す
る
中
で
世
阿
弥
が

言
っ
た「
花
」を
追
求
し
て
い
る
。

現
在
は
東
京
都
港
区
に
在
住
。

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
の
冨
山
徳

一
さ
ん
は
、
在
学
中
は
音
楽
部
に
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春春
高高
人人
物物
風風
土土
記記
��

高１６

高
１６
回

昭
和
３９

年
卒
業

関
根
勝
さ
ん
東
西
文
化
融
合
を
追
求

公
認
会
計
士
と
し
て
活
躍
の
渋
谷
さ
ん

春 高 同 窓 会 だ よ り



在
籍
し
、
春
高
祭
で
は
同
期
生
８

人
と
軽
音
楽
を
演
奏
し
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。
芝
浦
工
業
大
学
建
築

科
を
卒
業
。
住
宅
設
計
を
中
心
に

活
動
し
、
住
宅
雑
誌
に
作
品
を
発

表
す
る
。
卒
業
後
、
旧
大
宮
市
に

勤
務
し
て
建
築
指
導
課
長
等
を
歴

任
し
、
そ
の
間
、
芝
浦
工
大
の
非

常
勤
講
師
を
務
め
る
。
旧
大
宮
市

最
後
の
都
市
計
画
部
長
を
務
め
る
。

３
市
合
併
に
よ
る
政
令
指
定
都
市

さ
い
た
ま
市
で
は
、
土
木
部
・
下

水
道
部
・
建
築
部
を
所
管
す
る
初

代
建
設
部
長
と
な
る
。
定
年
を
待

た
ず
に
退
職
し
、
現
在
地
元
大
宮

の
Ｄ
Ｏ
Ｍ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
て

い
る
。
同
窓
会
の
本
部
役
員
。

蓮
田
市
出
身
の
名
越
政
彦
さ
ん

は
、
中
学
３
年
の
秋
に
神
奈
川
か

ら
転
校
し
て
き
た
の
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
違
い
な
ど
か
ら
高
校
受
験

に
困
惑
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
春

高
の
こ
ろ
は
仲
間
と
１
時
間
の
自

転
車
通
学
。
東
海
大
学
建
築
科
を

卒
業
後
、
埼
玉
県
庁
に
入
り
、
技

術
職
と
し
て
県
営
住
宅
や
春
高
を

は
じ
め
県
立
施
設
整
備
を
担
当
。

昭
和
６２
年
川
口
市
に
出
向
し
、
駅

前
の
リ
リ
ア
建
設
や
再
開
発
事
業

な
ど
街
づ
く
り
に
貢
献
。
県
で
の

思
い
出
に
残
る
仕
事
は
、
施
設
課

長
時
代
９８
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
フ
ラ
ン
ス
大
会
を
視
察
し
、

４
年
後
の
開
催
場
・
埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
（
６
万
３
千
人
収
容
）
を
着

工
か
ら
完
成
ま
で
担
当
し
た
こ
と
。

平
成
１７
年
県
土
整
備
部
副
部
長
を

最
後
に
退
職
。
そ
の
後
民
間
建
築

検
査
機
関
の
役
員
を
歴
任
。
趣
味

の
ゴ
ル
フ
は
、
年
間
３０
ラ
ウ
ン
ド

を
超
え
る
。
熊
谷
市
在
住
。

幸
手
市
の
中
川
晃
さ
ん
は
、
在

学
時
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
。
３
年

時
に
は
部
長
と
し
て
初
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
場
し
、
県
大
会
２
位
、

関
東
大
会
６
位
の
成
績
を
収
め
た
。

東
京
教
育
大
学
（
現
筑
波
大
）
文

学
部
を
卒
業
後
、
高
校
の
社
会
科

教
員
と
な
り
、
久
喜
高
、
不
動
岡

女
子
高
、
杉
戸
高
の
３
校
を
経
て
、

昭
和
６１
年
に
県
教
育
局
に
入
局
。

高
等
学
校
教
育
課
学
事
係
で
生
徒

急
増
急
減
期
の
募
集
計
画
を
策
定

す
る
。
そ
の
後
、
大
宮
南
高
の
教

頭
を
経
て
、
再
び
県
教
育
局
へ
。

文
教
政
策
室
、
高
校
教
育
改
革
推

進
室
を
経
て
、
白
岡
高
校
長
を
２

年
間
務
め
た
後
、
三
度
目
の
教
育

局
入
局
。
指
導
第
二
課
主
席
指
導

主
事
、
高
校
教
育
課
長
、
指
導
部

次
長
、
指
導
部
長
を
経
て
、
県
立

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
で
定
年

を
迎
え
た
。
平
成
１１
年
９
月
春
高

の
新
校
舎
開
き
セ
レ
モ
ニ
ー
に
県

教
育
委
員
会
の
代
表
と
し
て
列
席

し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
。

蓮
田
市
の
中
田
雅
敏
さ
ん
は
、

在
学
時
は
剣
道
部
に
所
属
。
早
稲

田
大
学
を
卒
業
し
、
県
内
８
校
の

高
校
に
勤
務
し
た
後
、
目
白
大
学

客
員
教
授
に
招
か
れ
平
成
１５
年
に

八
洲
学
園
大
学
教
授
、
課
程
長
に

就
任
。
附
属
高
校
長
も
務
め
る
。

春
は
韓
国
韓
瑞
大
学
客
員
教
授
、

夏
は
中
国
厦
門
大
学
客
座
教
授
と

し
て
日
本
文
学
の
集
中
講
義
を
行

う
。
不
動
岡
高
校
の
勤
務
期
に
は

演
劇
部
顧
問
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
さ
せ
、
昭
和
６１
年
に
は
母
校

春
高
の
剣
道
部
顧
問
と
し
て
団
体

戦
、
個
人
戦
と
も
県
初
優
勝
に
導

い
た
。
現
在
も
多
忙
な
日
々
の
中
、

楸
邨
先
生
以
来
の
春
高
俳
句
会
の

伝
統
を
守
り
、
俳
人
協
会
評
論
賞
、

埼
玉
文
芸
賞
な
ど
を
受
賞
し
、
俳

誌
『
雅
楽
谷
』
を
主
宰
し
て
会
員

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
雅
楽

谷
は
蓮
田
市
の
地
名
と
の
こ
と
。

蓮
田
市
の
中
野
和
信
さ
ん
は
、

在
校
の
こ
ろ
３
年
間
往
復
２０
キ
ロ

の
自
転
車
通
学
で
無
遅
刻
・
無
欠

席
で
皆
勤
賞
を
受
け
る
。
法
政
大

学
を
卒
業
後
、
蓮
田
市
役
所
に
勤

務
。
財
政
課
長
や
市
民
経
済
部
長
、

水
道
部
長
、
都
市
整
備
部
長
な
ど

要
職
を
歴
任
。
平
成
１８
年
に
蓮
田

市
長
選
に
当
選
。「
街
の
活
性
化

と
安
心
・
安
全
な
都
市
づ
く
り
の

た
め
」
に
尽
力
し
て
き
た
。
蓮
田

駅
西
口
の
再
開
発
事
業
を
は
じ
め
、

東
北
道
の
蓮
田
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
設
事
業
、
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
化
事
業
、
国
指
定
史
跡
の
黒

浜
遺
跡
の
公
有
化
な
ど
を
進
め
て

き
た
。「
ま
だ
や
り
か
け
の
事
業

が
あ
る
。
完
成
さ
せ
る
道
筋
を
つ

け
た
い
」
と
２
期
目
も
意
欲
的
だ
。

旧
大
宮
市
出
身
の
新
島
宣
起
さ

ん
は
、
入
学
当
時
、
関
根
幸
夫
先

生
に
声
を
か
け
ら
れ
何
気
な
く
陸

上
部
に
入
部
。
つ
わ
も
の
揃
い
の

伝
統
あ
る
部
で
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

３
年
時
に
は
主
将
を
務
め
る
。春
・

秋
の
県
大
会
に
加
え
関
東
大
会
で

も
チ
ー
ム
を
総
合
優
勝
に
導
い
て

指
導
力
を
発
揮
し
た
。
自
ら
も
五

種
競
技
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。

明
治
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、
設

計
事
務
所
を
開
設
。
現
在
は
、
騎

西
町
で
各
種
省
力
機
械
設
計
製
作

の
�
萬
里
製
作
所
を
経
営
し
て
い

る
。「
春
高
陸
上
部
で
培
わ
れ
た

根
性
が
、
今
の
厳
し
い
経
営
に
生

か
さ
れ
て
い
る
」。
羽
生
市
在
住
。

野
田
市
出
身
の
野
口
行
雄
さ
ん

は
、
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
。
東

北
大
学
病
院
の
第
一
内
科
に
入
局
。

そ
の
後
長
崎
大
学
付
属
病
院
に
。

抗
生
物
質
の
研
究
で
学
位
を
と
る
。

昭
和
５８
年
に
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
呼
吸
器
内
科
に
移
り
、
臨
床

検
査
部
医
長
、
呼
吸
器
科
医
長
。

喫
煙
粒
子（
タ
ー
ル
）は
口
や
喉
に

付
着
し
て
飲
み
込
ま
れ
る
が
、
両

切
り
タ
バ
コ
の
方
が
多
く
胃
ガ
ン

が
で
き
や
す
い
と
言
う
。「〈
人
は

な
ぜ
ガ
ン
に
な
る
の
か
〉
が
私
の

研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
き
っ
か

け
」「
ガ
ン
治
療
に
は
限
界
が
あ

り
、
抗
ガ
ン
剤
か
放
射
線
で
治
療

す
る
手
術
不
能
進
行
ガ
ン
は
、
現

代
の
進
歩
し
た
医
学
で
も
助
け
る

の
は
困
難
。
タ
ー
ル
で
ガ
ン
が
で

き
る
こ
と
は
、
す
で
に
証
明
さ
れ

て
い
る
。
タ
ー
ル
は
植
物
の
不
完

全
燃
焼
で
で
き
、
タ
バ
コ
や
お
線

香
、
燻
製
食
品
な
ど
が
身
近
に
あ

る
」と
言
う
。
著
書
は『
臨
床
呼
吸

器
病
講
座
第
２
巻
』（
金
原
出
版
）

『
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
抗
生
物
質
』（
医

薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
）
な
ど
多
数
。

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
在
住
。

野
田
市
の
間
中
文
夫
さ
ん
は
、

春
高
時
代
は
水
泳
部
で
活
躍
、
運

動
会
の
走
り
高
跳
び
で
陸
上
部
員

に
も
負
け
な
い
記
録
（
身
長
以
上

を
跳
ぶ
）
を
出
し
た
の
で
、�
忍

者
�
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
防

衛
大
学
校
に
進
学
。
陸
上
自
衛
隊

に
任
官
し
、
各
種
専
門
教
育
を
受

け
る
。
特
に
米
国
陸
軍
の
武
器
誘

導
課
程
を
修
め
、
各
種
ミ
サ
イ
ル

の
指
導
教
官
と
し
て
勤
務
。
定
年

退
職
後
は
、
中
学
時
代
か
ら
学
ん

で
い
た
古
武
道
を
生
か
し
、
米
国

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア

市
に
移
住
し
て
道
場
を
開
き
、
指

導
者
と
し
て
活
動
。
４
年
前
に
帰

国
し
故
郷
の
野
田
市
に
道
場
を
開

い
て
、
各
種
の
古
武
道
を
指
導
す

る
と
と
も
に
現
在
も
自
然
館
（
じ

ね
ん
か
ん
）の
館
長（
間
中
雲
水
）

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
、
年
数
回
の
海
外
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

幸
手
市
の
増
田
実
さ
ん
は
、
春

高
に
入
学
し
た
時
、
自
ら
の
出
身

地
を
「
桜
で
有
名
な
幸
手
」
と
紹

介
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
級
友
の
ほ

と
ん
ど
が
、
そ
の
幸
手
の
桜
を
知

ら
な
い
こ
と
に
驚
く
。
い
つ
の
日

か
有
名
な
街
を
作
り
た
い
…
…
こ

れ
が
、
後
に
市
長
を
目
指
す
原
点

と
な
っ
た
。
高
校
時
代
は
柔
道
部

に
所
属
し
、
立
教
大
学
を
卒
業
後
、

商
社
に
勤
務
。
脱
サ
ラ
後
に
司
法

書
士
と
な
り
、
幸
手
町
議
・
市
議

を
務
め
、
そ
し
て
、
４８
歳
か
ら
幸

手
市
長
を
３
期
務
め
る
。
そ
の
間
、

埼
玉
市
長
会
副
会
長
や
埼
玉
青
年

市
長
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在

は
、
司
法
書
士
と
し
て
活
躍
す
る

か
た
わ
ら
、
日
本
百
名
山
の
踏
破

に
夢
中
。
達
成
ま
で
残
り
わ
ず
か
、

雪
解
け
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
。

蓮
田
市
の
本
橋
恒
雄
さ
ん
は
、

本
校
の
第
２９
代
校
長
を
務
め
る
。

新
校
舎
落
成
後
の
平
成
１５
年
４
月

か
ら
定
年
ま
で
の
３
年
間
勤
務
し

た
。
北
側
の
窓
が
開
か
な
い
の
で

夏
は
蒸
し
風
呂
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
新
校
舎
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟

に
、
県
の
政
策
を
変
更
さ
せ
て
、

県
立
高
校
と
し
て
最
初
に
レ
ン
タ

ル
方
式
の
空
調
整
備
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
隔
週
土
曜
日
に
、
他
校
に

先
駆
け
土
曜
講
習
も
始
め
た
。
母

校
思
い
の
熱
血
漢
校
長
は
、
教
諭

と
し
て
も
９
年
間
、
書
道
と
国
語

の
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い

た
。
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
建
立
し
た
俳
壇
の
大

御
所
・
加
藤
楸
邨
の
句
碑
は
、
本

橋
さ
ん
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
。
退

職
後
は
、
県
美
術
展
覧
会
や
埼
玉

書
道
展
、
読
売
書
法
展
等
の
審
査

員
と
し
て
活
躍
中
。
親
子
３
代
が

春
高
出
身
。
同
窓
会
本
部
の
顧
問
。

草
加
市
の
矢
島
民
夫
さ
ん
は
、

春
高
時
代
生
物
部
で
活
躍
。
東
邦

大
学
理
学
部
生
物
科
を
卒
業
。
埼

玉
県
立
高
校
教
員
と
し
て
、
不
動

岡
高
定
時
制
や
八
潮
高
、
越
谷
西

高
、
春
日
部
東
高
、
鳩
ヶ
谷
高
に

勤
務
。
登
山
が
趣
味
で
、
現
在
も

百
名
山
の
登
頂
を
目
指
し
、
年
数

回
の
山
行
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
の
動
植
物
調
査
も
続
け
て
お

り
、
過
去
に
昆
虫
の
新
種
記
載
、

埼
玉
県
動
物
誌
や
１
９
８
８
年
版

の
埼
玉
県
植
物
誌
の
調
査
委
員
、

八
潮
市
史
「
自
然
編
」
の
編
集
や

岩
槻
市
文
化
財
調
査
委
員
な
ど
を

務
め
る
。
越
谷
市
の
自
然
観
察
会

な
ど
地
域
の
自
然
保
護
に
も
活
躍
。

平
成
１４
年
か
ら
草
加
春
高
会
の
幹

事
長
。
同
窓
会
本
部
役
員
。

幸
手
市
の
山
下（
旧
姓
新
井
）智

さ
ん
は
、
上
智
大
学
経
済
学
部
在

学
中
に
１
年
間
の
世
界
放
浪
の
旅

を
敢
行
し
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
３６

か
国
を
巡
っ
た
と
い
う
。
卒
業
後
、

外
資
系
の
Ｎ
Ｃ
Ｒ
社
に
入
社
し
、

端
末
機
な
ど
の
製
品
開
発
に
携
わ

る
。
そ
の
間
、
二
度
米
国
本
社
の

勤
務
を
経
験
。
最
初
は
昭
和
６２
年

か
ら
３
年
間
、
二
度
目
は
平
成
５

年
か
ら
２
年
間
と
通
算
５
年
間
の

海
外
勤
務
を
通
し
て
、
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
退
職

後
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
資
格
を

取
得
し
５
年
間
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
経
て
、
現
在
は
新
た
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際

資
格
を
取
得
。
Ｓ
Ｅ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
教
育
に
か
か
わ
り
、
講
師

業
務
を
行
い
な
が
ら
後
進
の
育
成

に
努
め
て
い
る
。

松
伏
町
の
若
盛
正
城
さ
ん
は
、

大
正
大
学
文
学
部
を
卒
業
。
奈
良

の
長
谷
寺
で
修
行
し
、
父
親
の
跡

を
継
ぎ
、
真
言
宗
豊
山
派
宝
珠
院

の
住
職
と
な
る
。
昭
和
４９
年
ま
つ

ぶ
し
幼
稚
園
を
開
園
。
地
域
の
幼

児
教
育
の
活
性
化
を
目
指
し
、
園

長
と
し
て
活
動
す
る
。
平
成
１９
年

に
保
育
園
を
併
設
し
、
幼
保
一
体

園
（
埼
玉
県
幼
保
連
携
型
第
１

号
）
を
運
営
し
て
、
全
国
的
に
知

ら
れ
て
い
る
。
毎
日
小
さ
い
園
児

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
元
気
を
保
つ

秘
訣
の
よ
う
で
、
現
在
も
松
伏
町

教
育
委
員
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
認
定
こ
ど
も
園
協
会
の
代

表
理
事
な
ど
の
要
職
を
こ
な
し
て

い
る
。

野
田
市
の
渡
邊
孝
さ
ん
は
、
陸

上
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
選
手

の
活
動
を
支
え
た
。
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
�
外
食
部
門
の
役
員
に
就
任
。

そ
の
後
４５
歳
で
独
立
し
て
、
コ
メ

ス
タ
・
ド
ー
ム
�
の
社
長
に
就
任
。

カ
ス
タ
マ
ー
バ
リ
ュ
ー
（
顧
客
が

適
正
だ
と
認
め
る
価
値
）
の
仕
掛

け
人
と
し
て
、
異
業
界
か
ら
も
講

演
依
頼
が
続
き
、
マ
ス
コ
ミ
に
数

多
く
出
演
。
著
書
に
『
レ
ス
ト
ラ

ン
の
サ
ー
ビ
ス
改
造
マ
ニ
ュ
ア

ル
』（
明
日
香
出
版
）、『
究
極
の

サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

教
科
書
』（
長
崎
出
版
）。
現
在
エ

ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
・
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
、
コ
メ
・
ス
タ
野
田
市

本
店
、
流
山
お
お
た
か
の
森
店
を

展
開
し
な
が
ら
、
千
葉
県
地
域
資

源
認
定
の
枝
豆
と
醤
油
を
テ
ー
マ

に〈
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
〉

を
全
国
に
幅
広
く
実
施
し
て
い
る
。

×

×

×

こ
の
企
画
記
事
は
、
該
当
学
年

の
有
志
が
話
し
合
っ
て
、
一
定
の

基
準
を
設
け
て
掲
載
す
る
人
た
ち

を
決
め
て
、
取
材
し
た
り
、
原
稿

を
依
頼
し
た
り
し
て
、
編
集
人
と

一
緒
に
記
事
に
し
た
も
の
で
す
。

（
文
責
�
中
村
行
生
）

平成２２年（２０１０年）５月１７日� 第４０号

▼東京春高会は、毎年１１月の第２金曜日に開かれています。３０歳４０歳代を中心に、２０歳代から７０歳代まで幅広い
年代が参加。同窓生なら誰でも参加できますが、この会での出会いをビジネスに活かしている人が多い。今年
は１１月１２日�１９：００～、KKRホテル東京（竹橋）、連絡先（２４回・飯島眞也） Email siijima１１rad@gmail.com

春 高 同 窓 会 だ よ り



（
２１
年
度
）

会
員
の
寄
贈
著
書

（
２１
年
度
）

資
料
提
供
者

２１
年
４
月
１
日
〜
２２
年
３
月
３１
日

（
再
は
再
納
金
、
敬
称
略
）

《
中
２７
》
鈴
木
善
吉（
再
）

《
中
３５
》
関
根
将
雄（
再
）、
渡
辺

賢
三（
再
）

《
中
３６
》
山
本
吉
蔵（
再
）

《
中
３７
》
酒
巻
久
衛（
再
）、
野
崎

正
雄（
再
）、
六
角
茂
信（
再
）

《
中
４０
》
三
角
幸
雄

《
中
４１
》
金
子
謹
一（
再
）

《
中
４２
》
岩
井
信
男（
再
）、
山
本

福
蔵（
再
）

《
中
４３
》
平
井
�
祐（
再
）

《
中
４４
》
秋
元
茂（
再
）、
浅
井
次

雄（
再
）、
新
井
馨
、
斎
藤
力
、
台

壮
二
郎（
再
）、
藤
波
襄
二（
再
）、

三
枝
安
茂（
再
）

《
中
４５
》
恩
田
耕（
再
）、
樺
田
和

雄（
再
）、
小
島
龍
男（
再
）、
鹿
間

邦
蔵
、
里
見
義
弘（
再
）

《
中
４７
》
石
塚
忠
夫（
再
）、
関
根

祥
六（
再
）、
松
井
克
彦（
再
）

《
中
４８
》
大
関
潤
一
郎（
再
）、
宮

田
光
雄（
再
）

《
併
中
１
》
永
野
勝
美

《
高
１
》
川
島
秀
治（
再
）、
斎
藤

信
義
、
杉
橋
徳
三
郎（
再
）

《
高
２
》
岩
井
道
也（
再
）、
深
井

清
司（
再
）

《
高
３
》
安
孫
子
保（
再
）、
安
部

晴
介（
再
）、
会
田
茂（
再
）、
荒
井

英
夫（
再
）、
荒
木
貞
行（
再
）、
新

井
米
雄（
再
）、
大
沢
賢
治
、
黒
田

安
昌
、
佐
藤
宣
夫（
再
）、
逆
井
寛

（
再
）、田
中
毅
一
、田
中
啓
一（
再
）、

堤
喜
一（
再
）、
中
山
昇（
再
）、
西

角
井
正
大（
再
）

《
定
３
》
横
溝
孝
二（
再
）

《
高
４
》
石
井
紀
一（
再
）、
小
島

滉（
再
）、
鈴
木
喜
三
郎
、
種
村
貞

敏
、
中
村
嘉
男（
再
）、
野
口
啓
樹

（
再
）、
野
口
多
嘉
夫（
再
）、
山
口

正
利（
再
）

《
高
５
》
新
井
一
裕
、
江
森
米
蔵

（
再
）、
後
藤
均（
再
）、
田
中
経
郎

（
再
）、
中
山
良
吉（
再
）、
半
田
幸

平（
再
）、
番
場
昇
、
松
本
啓
、
安

武
忠
正（
再
）

《
岩
家
５
》
横
山
喜
美
子

《
高
６
》
梅
沢
恒
夫（
再
）、
遠
藤

裕
久（
再
）、
金
子
弘（
再
）、
小
室

尚
彦
、
武
井
章（
再
）、
都
築
格
、

平
本
信
義（
再
）、
福
井
幸
右
ヱ
門

（
再
）、
松
永
功（
再
）、
麦
倉
忠
彦

《
定
６
》
筒
井
孝
一

《
高
７
》
飯
島
生
穂（
再
）、
小
川

正
樹
、
小
林
正
弘（
再
）、
斎
藤
俊

郎（
再
）、
田
中
伸
宣（
再
）、
藤
沼

庄
平
、
細
谷
卓
良（
再
）

《
高
８
》
青
木
晋（
再
）、
石
井
正

夫
、
稲
生
均（
再
）、
加
藤
寿
一
、

小
林
暢
生（
再
）、
小
林
教
雄（
再
）、

斎
藤
芳
男（
再
）、
清
水
孝
悦（
再
）、

関
根
三
彦
、
戸
井
田
熙（
再
）、
横

川
明
広
、
横
田
勝

《
高
９
》
相
島
英
雄（
再
）、
飯
塚

教
央（
再
）、
嶋
村
喜
宥（
再
）、
田

中
信
之
助（
再
）、
平
原
隆
秀
、
深

井
史
明
、村
田
勸（
再
）、山
田
良
男

《
高
１０
》
石
川
彰
、
大
熊
橿
一
、

斎
藤
卓
三
、
塩
野
正
直（
再
）、
関

秀
夫（
再
）、
田
口
進（
再
）、
田
中

弘（
再
）、
戸
邊
賢（
再
）、
堀
沢
秀

夫（
再
）、
松
金
由
忠（
再
）、
森
仁

三（
再
）、
森
田
武
夫（
再
）

《
高
１１
》
天
野
良
作（
再
）、
入
江

辰
夫
、
染
谷
道
夫（
再
）、
三
原
元

三
郎（
再
）

《
高
１２
》荒
井
正
男
、今
井
宏（
再
）、

臼
木
博
信
、
小
川
正
行（
再
）、
小

島
務
、
田
島
重
夫（
再
）、
高
野
利

夫（
再
）、
永
楽
秀
昭
、
細
沼
晃
、

松
永
文
麿

《
高
１３
》
安
孫
子
征（
再
）、
明
石

吉
三
、
小
森
谷
英
昭（
再
）、
斎
藤

雅
夫（
再
）、
真
々
田
富
男（
再
）

《
高
１４
》
飯
野
保
男（
再
）、
榎
本

善
保
、小
倉
行
男（
再
）、斎
藤
正
司

（
再
）、坂
巻
國
男（
再
）、逆
井
甚
一

郎（
再
）、島
村
敏
男（
再
）、白
石
光

征（
再
）、
羽
鳥
均（
再
）、
堀
井
東

《
高
１５
》
大
越
和
孝
、
太
田
暉
人

（
再
）、
岡
田
征
史（
再
）、
鬼
久
保

勝
臣（
再
）、
小
沼
英
延
、
清
水
猛

（
再
）、染
谷
武（
再
）、塚
本
正（
再
）、

長
塩
貫（
再
）、
二
宮
靖
男（
再
）、

吉
澤
浩
司（
再
）

《
高
１６
》
秋
庭
毅（
再
）、
斎
藤
繁

人
、
冨
山
徳
一（
再
）、
野
口
行
雄

《
高
１７
》神
田
修
、富
山
昌
史（
再
）、

野
口
淳
一（
再
）

《
高
１８
》
木
村
恒
夫（
再
）

《
高
１９
》
大
久
保
武
雄（
再
）、
倉

持
誠（
再
）、
高
鹿
栄
助（
再
）、
小

林
秀
樹（
再
）、
田
中
謙
吉
、
日
森

文
尋（
再
）

《
高
２０
》
卯
原
義
夫（
再
）、
斎
藤

達
夫
、
鈴
木
清（
再
）、
浜
野
光
之
、

日
向
英
実

《
定
２０
》
斎
藤
昇

《
高
２１
》
市
川
祐
三（
再
）、
遠
藤

繁
、
小
島
正
夫（
再
）、
篠
原
通
、

山
崎
達
雄

《
高
２２
》
吉
田
静
邦（
再
）

《
高
２３
》
荒
木
弘
行（
再
）、
川
島

道
男
、
中
山
登
司
男（
再
）、
野
口

俊
男（
再
）

《
高
２４
》
嶋
村
文
昭（
再
）、
戸
張

正
雄（
再
）、
蓮
見
博
之

《
高
２５
》
会
田
保
俊
、
栗
林
徹

《
高
２６
》飯
島
健
司
、大
熊
昭（
再
）、

高
橋
孝
志（
再
）、中
村
嘉
男（
再
）

《
高
２７
》
大
木
裕
史（
再
）、
椎
葉

祐
司
、
鈴
木
徹（
再
）、
林
正
大

《
高
２８
》
田
島
宏
一
、
原
嶋
久
光

（
再
）

《
高
２９
》
金
久
保
真
澄（
再
）

《
高
３０
》
浅
川
喜
裕（
再
）、
石
井

俊
一（
再
）、石
鍋
尚
夫
、小
野
寺
広
、

蓮
見
俊
彰（
再
）、
渡
邊
尚（
再
）

《
高
３１
》
青
木
康
二
郎（
再
）、
斎

藤
俊
雄
、中
島
淳
二（
再
）、中
村
亨

《
高
３２
》
石
川
広
巳
、
瀬
能
岳
夫
、

田
中
和
彦（
再
）

《
高
３４
》
伊
藤
豊
、
小
肥
実（
再
）、

林
宗
博
、
矢
倉
幸
久（
再
）

《
高
３５
》
田
中
祐
一

《
高
３６
》
河
野
富
美
男（
再
）、
宮

崎
政
久
、
森
忠
義
、
山
田
将
也

《
高
３７
》
星
哲
哉（
再
）、
穂
波
俊

宏（
再
）

《
高
３９
》
小
出
孝
治（
再
）、
加
藤

弘
詔（
再
）、
高
木
竜
二
、
田
中
清
、

平
形
昌
之

《
高
４０
》
今
井
徹
、
田
村
克
巳
、

千
葉
敦
司
、
藤
縄
祐
、
益
本
誠
二
、

水
谷
哲
弥
、
森
丘
保
典（
再
）

《
定
５３
》
井
上
喜
代
子

細
井
さ
ん（
２０
回
）優
勝

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

▼
第
６３
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
２２
年
４
月
１５
日
千
葉
Ｃ
Ｃ
川
間
）

▽
優
勝
�
細
井
喜
久
雄（
２０
回
）▽

２
位
�
田
口
義
明（
３１
回
）▽
３
位

�
関
一
美（
１１
回
）▽
４
位
�
陶
章

司（
３２
回
）▽
５
位
�
小
島
秀
夫（
１３

回
）
▽
６
位
�
飯
塚
和
雄（
１６
回
）

▽
７
位
�
岩
崎
昌
蔵（
１１
回
）▽
８

位
�
小
川
秀
雄（
９
回
）▽
９
位
�

森
田
武
夫（
１０
回
）▽
１０
位
�
岩
崎

文
庫（
１０
回
）▽
Ｂ
Ｇ
�
８０
戸
井
田

哲（
１７
回
）
◆
シ
ニ
ア
の
部（
１１
回

以
上
）▽
優
勝
�
岩
崎
昌
蔵（
１１
回
）

▽
２
位
�
小
川
秀
雄（
９
回
）▽
３

位
�
森
田
武
夫（
１０
回
）
参
加
�

百
６
人

次
回
は
１０
月
２８
日
�

▼
中
４７
回
・
関
根
祥
六『
写
真
集
・

能
楽
師
・
芸
三
代
―
心
を
種
と
し

て
』（
小
学
館
ス
ク
ウ
ェ
ア
）
▼

高
１
回
・
村
山
吉
廣
『
忍
藩
儒

芳
川
波
山
の
生
涯
と
詩
業
」（
明

徳
出
版
）
▼
高
３
回
・
黒
田
安
昌

『
弱
者
の
細
道
を
行
く
―
ア
メ
リ

カ
中
東
研
究
に
携
わ
っ
た
日
本
人

の
研
究
者
』（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
▼
高
５
回
・
勝
岡
只
『
シ

シ
ー
の
世
界
―
私
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
像
』（
私

家
版
評
伝
）
▼
高
５
回
・
桑
島
昭

「『
南
洋
日
日
新
聞
』
に
見
る
イ
ン

ド
兵
の
反
乱
」（
ア
ジ
ア
太
平
洋

研
究
会
）
▼
高
６
回
・
関
口
安
義

「『
羅
生
門
』
の
誕
生
」（
翰
林
書

房
）▼
高
１０
回
・
平
本
紀
久
雄『
イ

ワ
シ
屋
の
身
辺
雑
記
』（
崙
書
房
）

▼
高
１１
回
・
大
野
光
政
『
江
戸
百

景
今
昔
―
江
戸
を
楽
し
み
、
大
正

を
知
り
、
現
代
を
歩
く
』（
本
の

泉
社
）▼
高
１４
回
・
佐
久
間
健『
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
戦
略
』（
生

産
性
出
版
）
▼
高
１５
回
・
斎
藤
英

雄
『
漱
石
・
龍
之
介
の
俳
句
』（
翰

林
書
房
）
▼
高
１６
回
・
中
田
雅
敏

『
芥
川
龍
之
介
―
小
説
家
と
俳
人
』

（
鼎
書
房
）『
芥
川
龍
之
介
―
文

章
修
業
』（
洋
々
社
）『
高
浜
虚
子

―
人
と
文
学
』（
勉
誠
社
）『
横
光

利
一
―
文
学
と
俳
句
』（
同
）『
漂

泊
の
俳
諧
師
・
小
林
一
茶
―
家
族

を
め
ぐ
る
愛
と
悲
劇
』（
角
川
書

店
）『
幻
の
花
―
田
舎
暮
ら
し
と

帰
農
』（
同
）『
俳
句
創
作
百
科
―

衣
食
住
』（
飯
塚
書
店
）『
句
集
・

帰
農

歌
』（
蝸
牛
社
）『
大
学
テ

キ
ス
ト
・
日
本
文
学
概
論
』
他
５

冊（
角
川
学
芸
出
版
）▼
高
１７
回
・

角
田
彰
男
『
炭
焼
長
者
黄
金
の

謎
』（
原
書
房
）
▼
高
２０
回
・
北
村

薫
『
ス
キ
ッ
プ
』（
韓
国
語
版
）『
元

気
で
い
て
よ
、
Ｒ
２
―

Ｄ
２
。』（
集

英
社
）『
夜
蝉
』
と
『
空
中
飛
馬
』

の
中
国
語
版
▼
高
２２
回
・
折
原
一

『
行
方
不
明
者
』（
文
春
文
庫
）『
叔

父
殺
人
事
件
』（
講
談
社
文
庫
）『
逃

亡
者
』（
文
藝
春
秋
社
）『
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
』（
理
論
社
）『
行
方
不
明

者
』
と
『
倒
錯
の
ロ
ン
ド
』
の
韓

国
語
版
▼
高
３１
回
・
鈴
木
勝
浩『
高

校
入
試
問
題
を
中
学
理
科
で
授
業

す
る
』（
明
治
図
書
）
▼
高
３１
回
・

斎
藤
俊
雄
『
中
学
校
演
劇
脚
本
集

―
夏
休
み
（
シ
リ
ー
ズ
・
七
つ
森

の
子
ど
も
た
ち
）』（
晩
成
書
房
）

▼
高
３３
回
・
土
屋
信
彦
『
御
社
の

潜
在
労
務
リ
ス
ク
を
あ
ぶ
り
出
す

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』（
中
経
出
版
）

▼
高
３４
回
・
石
崎
幸
二
『
ノ
ッ
ト

イ
コ
ー
ル
の
殺
人
』（
講
談
社
）

▼
高
３５
回
・
木
塚
雅
貴
「
小
・
中
連

携
を『
英
語
』で
は
じ
め
よ
う
！
」

（
日
本
標
準
）『
教
育
課
程
』（
学

文
社
）▼
高
３８
回
・
合
田
浩
之『
コ

ン
テ
ナ
物
流
の
理
論
と
実
際
』（
成

山
堂
書
店
）

▼
中
３６
回
・
故
熊
倉
（
野
本
）
弥

市
卒
業
ア
ル
バ
ム
▼
中
４７
回
・
故

近
田
幸
三
書
道
作
品
▼
高
１６
回
・

故
近
藤
肇
回
顧
画
集
▼
高
２０
回
・

北
村
薫「
直
木
賞
受
賞
記
念
の
壷
」

第４０号 �平成２２年（２０１０年）５月１７日

▼当面の日程 ▽５月２３日�高３回併中１回同期会 ▽５月２９日�本部会計監査、本部役員会
▽６月５日�６日�第５４回春高祭 ▽６月５日�大宮支部総会
▽６月６日�上尾伊奈支部総会 ▽６月１２日�幸手春高会総会 ▽７月１８日�岩槻支部総会
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【平成２１年度同窓会会計決算報告（案）】
期間：平成２１年４月１日～同２２年３月３１日

歳 入 総 額 １５，７２６，１３２円（前年比 ４，６７２，２０９円）
歳 出 総 額 １３，８７５，５１８円（ 同 ４，６７０，３５７円）
差 引 残 高 １，８５０，６１４円（ 同 １，８５２円）
繰 越 金 ９３５，４７４円（グッズ在庫高９１５，１４０円を除く）
累計積立金 ７，３００，０００円（一種の財政調整基金）
《歳入の部》

摘 要
新会員３６０名 一般会員６４名 他
全日制３６０名 定時制２１名
１口１０，０００円 協力者２４２名
同期会、オペラ公演、他
春高タオル・Tシャツ・バッグ、他
（在庫高９１２，１４０円を含む）
名簿会計から、コピー代、利子、他
前年度からの繰越金
積立金からの繰入金

《歳出の部》
摘 要

通信費、事務局費、電話代等
役員会、諸会議等
総会費・HCD費 ９３２，５９６
卒業証書入れ、他 ２６０，８６０
支部（春高会）費 ４２５，０００
新聞発行費 ３，２５５，０４９
展示室整備費 ２２，０５０
在校生助成金 ４２１，２４０
１１０周年事業経費 １，６７１，３４２
弔電費、教職員餞別等
グッズ製作費、他

振替手数料、資料送料、他

▼今後、会計監査をへて、役員会と総会で審議していただく
▼HCD＝総会時のホーム・カミング・デー（母校へ帰る日）事業

決 算 額
４，２９６，０００
７６２，０００
３，５２３，０００
７３５，６３６
２，４１９，９６０

１，５１４，１５４
９７５，３８２
１，５００，０００
１５，７２６，１３２

決 算 額
２，３２９，６７３
１２５，３１６
６，９８８，１３７

１１０，７６０
１，１０５，６０２
３，０００，０００
２１６，０３０

０
１３，８７５，５１８

予 算 額
４，１３０，０００
７６６，０００
１，９００，０００
３００，０００
１，６００，０００

５０，０００
９７５，３８２
１，５００，０００
１１，２２１，３８２

予 算 額
２，４１０，０００
２００，０００
７，０９０，０００

１４０，０００
１，０００，０００

０
２００，０００
１８１，３８２

１１，２２１，３８２

項 目
会 費
入 会 金
賛 助 金
寄 付 金
グ ッ ズ
売 上 金
雑 収 入
繰 越 金
繰 入 金
合 計

項 目
事 務 費
会 議 費
事 業 費

慶 弔 費
グッズ製作費
積 立 金
雑 費
予 備 費
合 計

振
込
用
紙
同
封
に

ご
理
解
を

再
納
金
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
す
で
に
納
入
さ
れ
た

方
も
含
め
て
全
員
の
方
に
、
昨

年
か
ら
振
込
用
紙
を
同
封
し
て

お
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

春 高 同 窓 会 だ よ り


